
今月の
　記念日

大豆と小魚の
揚げ煮

岸和田市職労　山口　惠さん

協力：現業評議会・給食部会

①豆に片栗粉をまぶして160度から170度の油で揚げる。
②干しちりめん・白ごまをフライパンで煎る。
③水・調味料を加え、大豆を加え、からめる。

　甘辛くカリッとしているので子どもたちもよく食べま
す。ビールの〝あて〟にもなりますよ。

作り方

■ 豆120ｇ、片栗粉12ｇ、干しちりめん12ｇ、白ごま８
ｇ、砂糖大さじ１、濃口しょうゆ小さじ１、水小さじ
１

材料（４人分）

晩
酌
の
〝
あ
て
〞
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も
ど
う
ぞ

「万引き家族」「万引き家族」

酒造り500年の伝統
日本最古の銘醸地
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「國
くに

乃
の

長
ちょう

」と
壽酒造

おおさか自治体の仲間　2018年８月15日　第345号 ４５ 2018年８月15日　第345号　おおさか自治体の仲間

　どれだけ城を強固にしても、人の心が離れてしまえば世の中を収めることは
できず、情けを持って接すれば、強固な城以上に人は国を守ってくれる。仇を
感じるような振る舞いをすれば、いざという時、裏切られ窮地に立たされると
いう意味。安倍政権は人心を失っている。国民によって必ず厳しい審判が下さ
れるでしょう。

　函館港の西波止場近くの赤レンガ倉庫群。その中で最大の金森洋物館の壁面に「函館港と倉庫
群・日本最初の気候測量所跡」と書かれた説明板があります。安政の開国によって、新潟・横浜
・神戸・長崎の各港とともに開港され、外国人の居留が増加。彼ら自身の必要性から気象観測を
実施していました。1872（明治５）年のこの日、開拓使函館支庁の福士成豊がイギリス人実業家
のブラキストンの観測を引き継ぐ形で、観測機器を譲り受けて自宅に設置。「函館気候測量所」
として測候を始めました。日本初の気象台ともいうべき場所です。

人は城　人は石垣　人は堀
情けは味方　仇は敵なり

「日本初の気候測量所が
開設した日」
８月26日武田　信玄（1521年～1573年）

　

東
京
の
下
町
。
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
谷

間
に
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
に
建
つ
古
い
平

屋
に
、
お
婆
さ
ん
は
じ
め
５
人
の
家
族
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
社
会
の
底
辺
に
い
る

よ
う
な
一
家
で
す
が
、
い
つ
も
笑
い
が
絶

え
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

あ
る
冬
の
日
、
近
所
の
団
地
の
廊
下
で
震

え
て
い
た
幼
い
女
の
子
を
保
護
し
て
連
れ

て
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て
６
人
の
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
が
…
。

　

家
族
ぐ
る
み
で
万
引
き
な
ど
の
軽
犯
罪

を
重
ね
る
一
家
の
姿
を
通
し
て
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
描
い
た
映
画
で
す
。
し

か
し
、「
家
族
ぐ
る
み
」
と
い
っ
て
も
、

実
は
誰
一
人
血
の
つ
な
が
っ
た
家
族
で
は

な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
血
の
つ
な
が
ら
な
い
他
人
同
士
で

も
、
実
際
の
家
族
以
上
の
絆
を
も
つ
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
も
、
こ
の
映
画

の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
71
回
カ
ン

ヌ
国
際
映
画
祭
で
、
日
本
映
画
と
し
て
は

１
９
９
７
年
の
「
う
な
ぎ
」
以
来
21
年
ぶ

り
と
な
る
、
最
高
賞
の
パ
ル
ム
ド
ー
ル
を

受
賞
し
た
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
で
一
挙
に
世
界
に
名
を
知
ら

し
め
た
是
枝
裕
和
監
督
。
最
近
の
新
聞
報

道
で
、
次
回
作
品
は
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
女

優
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
ヌ
ー
ブ
主
演
の
日

仏
合
作
映
画
と
の
こ
と
。
ど
ん
な
映
画
か

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

上
映
時
間
は
１
２
０
分
。

血
は
つ
な
が
ら
な
く
て
も

「
家
族
」の
絆
は

富
田
の
酒
造
り

　

富と
ん

田だ

と
い
う
地
名
は
、
皇
室
御
料
「
屯と

ん

田だ

」
と
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
る
ほ
ど
古

く
、
良
質
の
酒
造
好
適
米
と
、
阿
武
山
山

系
の
石
灰
層
を
通
っ
て
湧
き
出
る
良
質
な

水
に
恵
ま
れ
、
摂
津
富
田
郷
は
日
本
最
古

の
名
醸
造
地
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
に
発

展
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
灘
の
台
頭
に
よ
り
減
少
し
て

い
く
な
か
、
文
政
５
年
（
１
８
２
２
年
）、

菜
種
油
を
搾
っ
て
い
た
先
代
が
伝
統
あ
る

富
田
の
酒
造
り
を
後
世
に
残
し
た
い
と
醸

造
を
始
め
、
今
の
「
國
乃
長
」
が
で
き
ま

し
た
。

　

以
来
、
伝
統
を
守
り
清
酒
を
作
り
続
け

る
一
方
で
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ

く
、
地
ビ
ー
ル
や
焼
酎
な
ど
の
製
造
を
手

掛
け
、
大
阪
で
愛
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
地

元
密
着
型
の
地
酒
蔵
で
す
。

地
ビ
ー
ル
と
大
阪
焼
酎

　

１
９
９
４
年
の
酒
税
法
改
正
に
よ
り
小

規
模
醸
造
が
可
能
と
な
り
、
１
９
９
５
年

に
大
阪
で
は
じ
め
て
（
全
国
で
９
番
目
）

地
ビ
ー
ル
（
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
）
を
製

造
。「
國
乃
長
ビ
ー
ル
」
は
、
清
酒
造
り

と
同
じ
蔵
内
井
戸
か
ら
取
水
し
た
天
然
水

と
厳
選
し
た
麦
芽
・
ホ
ッ
プ
を
使
用
し
、

ビ
ー
ル
本
来
の
味
わ
い
を
楽
し
め
る
酵
母

入
り
の
無
ろ
過
生
ビ
ー
ル
で
す
。

　

一
方
、
２
０
０
５
年
か
ら
始
め
た
焼
酎

造
り
は
、
原
料
の
一
部
に
大
吟
醸
酒
の
酒

粕
を
使
用
し
、
吟
醸
香
の
感
じ
ら
れ
る
き

れ
い
な
味
わ
い
の
焼
酎
で
す
。

　

街
の
酒
屋
さ
ん
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
直
接
訪
ね

て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
常
に
飲
む
お
酒
と
し
て
お
勧
め
で
す

歩いて行ける酒蔵。平日の直売に訪ねてみてください
（JR摂津富田駅より７分、阪急富田駅より５分）


